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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究は、さまざまな芸術がプルーストの『失われた時を求めて』にどのように表象され、ど

のような機能を果たしているかを総合的に解明するのを目的として、作家の書簡、初期作品、

小説草稿などの資料をできるかぎり網羅的に調査してその芸術受容の実態を明らかにし、成果

を研究集会で発表するとともに、Proust et l’art pictural (Champion)や『失われた時を求めて』
の翻訳（岩波文庫）などに採り入れた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This research aimed for a comprehensive understanding of how the various arts are represented and 
function in Proust's "In Search of Lost Time."  As much as possible, materials such as letters, early 
works, and novel drafts were exhaustively surveyed and the actual situations behind artistic reception 
were revealed.  The results were presented at research conferences and incorporated into "Proust et l’art 
pictural" (Champion) and translation of "In Search of Lost Time" (Iwanami Bunko). 
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１．研究開始当初の背景 
	
 プルーストと芸術に関する従来の研究は、
絵画では Juliette Monnin-Hornung, Proust et la 
peinture (Droz, 1951) や、申請者の著作『プル

ースト美術館』（筑摩書房、1998）、『プルー
ストと絵画』（岩波書店、2008）、音楽では、
Jean-Jacques Nattiez, Proust musicien (Christian 
Bourgeois, 1999)、中世建築では Luc Fraisse, 
L’Œuvre cathédrale, Proust et l’architecture 
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médiévale (Corti, 1990) など、特定の芸術分野
に関する個別研究が発表されてきた。しかし
作家と芸術との関係を総合的にあつかった
著作としては、フランス国立図書館での展覧
会カタログ Marcel Proust, l’écriture et les arts 
(Gallimard, 1999) を数えるのみである。本研
究は、この欠落を補うため、プルーストと絵
画について実証的かつ総合的な研究を発表
してきた申請者が、同じ調査方法を用いたう
えで、対象を他の芸術分野にも拡げ、はじめ
て作家と諸芸術に関する総合的調査を行い、
プルースト研究発展の基礎を築こうとする
ものである。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は、フランスの作家プルーストが、
その生涯においてどのような芸術をいかに
受容していたかを網羅的に調査するととも
に、受容された芸術が代表作『失われた時を
求めて』にどのように取り込まれ、それが作
中でどのような機能を果たしているかを総
合的に解明するため、固有名詞調査に基づく
基礎的研究をまとめることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
	
 (1) 本研究では、関連する研究文献を参照
しつつ、詳細な注解が付された『失われた時
を求めて』校訂版 À la recherche du temps 
perdu, (Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, 4 
vol, 1987-1989)、コルブ編纂の『プルースト書
簡集』 (Correspondance de Marcel Proust, Plon, 
21 vol, 1971-1993)などの一次資料を基礎に、
日本のプルースト研究会が完成した『書簡集
総合索引』（Index général de la Correspondance 
de Marcel Proust, Presses de l’Université de 
Kyoto, 1998）などの補助資料も活用し、これ
ら文献に現れた芸術家および芸術作品に関
する網羅的な固有名詞調査を実施する。 
 
	
 (2) プルーストと接点を有する同時代の
芸術がどのような状況にあったかを解明す
るため、当時の展覧会、演奏会、公演プロ
グラムをはじめ、絵画・音楽・建築・演劇・
バレエ・装飾芸術、写真などの諸芸術に関
する書物や論文やカタログなどを蒐集する。
以上の調査研究にあたり、直接に購入でき
ない資料については、国内の大学図書館、
パリのフランス国立図書館、高等師範学校
図書館、オルセー美術館資料室、オペラ座
図書室などで調査および文献収集を行う。 
 
（3）『失われた時を求めて』と関連作品、『プ

ルースト書簡集』、プルーストの伝記や個別

研究などの文献をあらためて読み直し、絵画、

音楽などの分野別に、作家が実際に受容し、

作中に取り入れた芸術作品について、作家が

どのような評価をしていたかも調査する。	
 

	
 

（4）(1)で抽出した芸術作品がどのように作

品にとり込まれたかを明らかにするため、フ

ランス国立図書館が所蔵する創作メモ帳、草

稿ノート、タイプ原稿、校正刷などの関連箇

所を解読・調査し、作家の創作過程を具体的

証拠にもとづき明らかにするよう努める。	
 

	
 

（5）以上の基礎調査に基づき、プルース
トの芸術受容に関する特徴的な事例につき、
論文や口頭で研究成果を発表する。 
 
４．研究成果	
 
	
 

	
 	
 (1)	
 作家の芸術受容について、絵画、音楽、

建築、演劇、バレエなどの分野はもとより、

装飾芸術、写真などのサブカルチャー、芸術

批評、美的体験としての旅など、文学以外の

芸術と関連するすべての領域について、プル

ーストの各種刊本および上記『書簡集総合索

引』などを活用しつつ、プルーストの著作に

現れた芸術に関する固有名詞をある程度網

羅的に調査することができた。	
 

	
 

	
 	
 (2)	
 その結果、作家が、さまざまな芸術を

多様な媒体を通じて広範に受容していたこ

とを実証的かつ総合的に明らかにできた。	
 

	
 

（3）とくにプルーストの絵画の受容では、

オリジナルの作品だけでなく、当時の美術書

の図版など、二次資料が大きな役割を果たし

たことが明らかになった（ローランス版「大

画家」シリーズや「著名芸術都市」シリーズ

など）。このような受容のありかたが、音楽

や建築など他の芸術分野にも当てはまるこ

とを、従来等閑視されてきた二次媒体（展覧

会、演奏会、上演、ポスターなど）によって

解明できる基盤をつくった。	
 

	
 

（4）受容された芸術作品がどのように代表

作『失われた時を求めて』に取り込まれたか

について、いくつかの例について、小説本体

や初期作品や批評文だけでなく、作家の草稿

研究で実績のある申請者が、フランス国立図

書館所蔵の創作メモ帳、草稿ノート、タイプ

原稿、校正刷などの資料を調査することによ

り、受容から創作へのプロセスを具体的に明

らかにできた。	
 

	
 

	
 	
 (5)	
 とりわけ調査の進んだ分野を中心に、

研究発表の項目に記した成果をえた。『失わ

れた時を求めて』における画家ベノッツォ･



 

 

ゴッツォリ、ジュヌヴィエーヴ･ブラバン伝

説、スワンの美術趣味の生成、さらに広くプ

ルーストにおける芸術の受容と創作などに

関する研究成果である。成果の一部は、プル

ーストと絵画に関するフランス語による著

作	
 Proust et l’art pictural (Champion) や,『失
われた時を求めて』の翻訳（岩波文庫）の訳

注などにも取り入れた。	
 

	
 

	
 	
 (6)以上の成果により、とかく観念的に解

読されがちな『失われた時を求めて』の芸術

理念を当時の文化状況のなかに位置づけ、従

来「創作の秘密」とされてきた作家の芸術受

容と創造との関係をより実証的に解明する

道を拓くことができた。また本研究の成果は、

文学研究の立場から、美術史、音楽史など、

他の芸術の歴史記述に新たな方法を示唆す

ることができたのではないかと考える。	
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